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市議会だより市議会だより

主
な
一
般
質
問
に
対
す
る
市
側
の

答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
19
年
度
予
算
編
成
の
考
え
方
は
　

予
算
編
成
で
は
、
収
支
不
足
改
善

の
た
め
、
妥
当
性
、
有
効
性
、
効
率

性
、
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
施
策

を
見
直
す
と
と
も
に
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
が
真
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
も

の
か
を
検
証
し
て
、
全
体
で
約
５
％

削
減
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
選
択
と

集
中
に
よ
り
、「
暮
ら
し
の
安
全
安
心
」

や
「
地
域
経
済
の
活
性
化
」
「
少
子

化
・
子
育
て
支
援
・
教
育
環
境
の
充

実
」
の
事
業
は
重
点
的
に
予
算
化
し

ま
し
た
。

職
員
数
減
に
よ
る
人
件
費
の
削
減

本
市
で
は
、
団
塊
世
代
の
退
職
で
、

今
後
10
年
間
に
約
200
名
の
職
員
（
病

院
医
療
職
除
く
）
が
退
職
す
る
見
込

み
で
す
。
そ
の
た
め
、「
定
員
適
正
化

計
画
」
で
は
、
今
後
の
採
用
者
数
を

抑
制
し
な
が
ら
、
職
員
数
を
削
減
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
新
年
度
予

算
で
は
、
人
件
費
を
退
職
者
の
不
補

充
や
寒
冷
地
手
当
の
廃
止
、
地
域
手

当
の
引
き
上
げ
見
送
り
な
ど
で
、
約

２
億
８
千
８
百
万
円
削
減
し
ま
し
た
。

合
併
後
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

合
併
に
よ
り
、
利
用
で
き
る
窓
口

や
施
設
の
拡
大
と
専
門
性
の
確
保
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
向
上
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
窓
口
対

応
で
は
、「
窓
口
サ
ー
ビ
ス
推
進
会
議
」

を
設
け
、
質
の
高
い
対
応
に
取
り
組

ん
で
い
る
ほ
か
、
平
成
19
年
度
に
は
、

本
庁
・
支
所
間
に
テ
レ
ビ
電
話
を
設

置
し
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
底
上
げ
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
学
６
年
生
ま
で
の
入
院
費
無
料
化

と
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
拡
大
を

医
療
費
助
成
は
、
子
育
て
支
援
の

中
で
も
重
要
な
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と

考
え
て
お
り
、
平
成
19
年
秋
を
め
ど

に
、
小
学
６
年
生
ま
で
の
、
平
成
20

年
度
に
は
中
学
３
年
生
ま
で
の
入
院

費
無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

妊
娠
前
期
と
後
期
に
計
２
回
行
っ
て

い
る
「
妊
婦
健
診
費
」
の
公
費
負
担

を
拡
充
し
、
子
育
て
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
に
保
育
所
の
整
備
支
援

保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
に
、
民

間
保
育
所
へ
の
整
備
支
援
は
有
効
と

考
え
て
お
り
、
積
極
的
に
対
応
し
ま

す
。
ま
た
、
公
立
保
育
園
で
も
、
北

保
育
園
の
プ
レ
ハ
ブ
増
設
や
東
保
育

園
舎
の
一
部
改
修
な
ど
で
、
定
員
の

拡
大
を
図
る
予
定
で
す
。

指
定
ご
み
袋
有
料
化
へ
の
見
解

湖
北
広
域
事
務
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ご
み
の
減
量
化
を
め
ざ
し
、「
一
定
枚

数
以
上
は
有
料
」
と
い
う
現
行
制
度

の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
と
し
て
は
、
現
行
制
度
が
定
着

し
、
ほ
ぼ
100
％
指
定
袋
を
使
用
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
見

直
し
に
は
市
民
の
理
解
と
協
力
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
、
市
民
意
見
を
取

り
入
れ
る
場
を
設
け
、
そ
の
意
見
を

反
映
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
要
望
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
工
業
を
取
り
入
れ
た
観
光
施
策
を

昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で
注
目
を
集

め
た
長
浜
・
湖
北
の
地
域
に
は
、
ま

だ
ま
だ
農
業
や
地
場
産
業
、
自
然
と

い
っ
た
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る
た
め
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
た
滞
在
型
観
光
、

広
域
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
教
育
施
設
の
整
備
計
画
は
　

避
難
所
に
指
定
さ
れ
る
学
校
施
設

に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
に
耐
震

診
断
調
査
を
完
了
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
に
基
づ
き
、
改
築
が
必
要
な
施

設
と
補
強
で
維
持
で
き
る
と
判
断
し

た
施
設
を
区
分
し
、
平
成
19
年
度
か

ら
順
次
、
事
業
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
を
　

長
浜
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
び
わ

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
が
進

み
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
両
施
設
の
改
築
に
取
り
組

み
ま
す
。
今
後
、「
建
設
検
討
委
員
会
」

を
設
け
、
施
設
の
規
模
や
設
備
の
内

容
、
調
理
や
配
送
の
実
施
方
法
な
ど

を
早
急
に
ま
と
め
予
算
化
し
て
い
き

ま
す
。

サ
ル
な
ど
の
獣
害
対
策
は
　

サ
ル
な
ど
の
獣
害
に
対
し
て
、
平

成
19
年
度
は
、
サ
ル
の
接
近
や
位
置

を
知
ら
せ
る
警
戒
シ
ス
テ
ム
の
増
設

と
銃
器
駆
除
の
強
化
、
ク
マ
の
捕
獲

檻
増
設
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
ま

た
、
長
野
県
な
ど
で
効
果
が
出
て
い

る
犬
に
よ
る
追
い
払
い
「
モ
ン
キ
ー

ド
ッ
ク
」
の
導
入
も
研
究
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

病
院
で
の
医
師
不
足
の
原
因
は

新
し
い
臨
床
研
修
医
制
度
の
導
入

で
、（
大
学
病
院
か
ら
）
医
師
の
供
給

が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
や
、
当
直
明

け
の
連
続
勤
務
と
い
っ
た
厳
し
い
労

働
環
境
の
ほ
か
、
患
者
さ
ん
の
医
療

へ
の
要
求
が
高
く
な
り
、
リ
ス
ク
の

高
い
診
療
科
で
は
精
神
的
な
負
担
か

ら
勤
務
医
を
避
け
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
等
が
原
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

○予算関係（主なもの）
■平成19年度一般会計(総額330億円)

(２～５ページ参照)
■平成19年度特別会計・事業会計
■専決処分事項
・一般会計補正予算(びわ学校給食センター重油
流出緊急対策経費) 2,000万円

■平成18年度一般会計補正予算
総額　10億8,823万１千円(以下主なもの)
・北郷里小学校体育館整備事業費 ３億160万円
・防災行政無線整備事業費 ２億1,600万円
・田村駅周辺整備事業費

(駐輪場・公衆便所の整備) 5,000万円
・長浜駅東・西駐輪場整備事業費 １億2,000万円
・消防ポンプ自動車購入事業費 1,500万円
・地域農業担い手支援事業費 206万２千円

○条例関係（主なもの）
■部の再編整理と事務分掌の変更に伴う条例の一
部改正

■職員の休息時間を廃止する条例の一部改正など
■保育士と幼稚園教諭の給料表を統一することな
どに伴う市職員給与条例の一部改正

■自動二輪車などを市営駐車場などに駐車できる
よう定める条例の一部改正

■国民健康保険料の基礎賦課限度額を56万円に引
き上げる条例の一部改正

■敬老祝金の額を5千円とする条例の一部改正
■びわ南幼稚園とびわ北幼稚園を統合しびわ幼稚
園とすることに伴う条例の一部改正

■幼稚園で預かり保育を実施することに伴う条例
の一部改正

○その他（主なもの）
■教育委員会委員に中村紀子氏を任命
■監査委員に大谷　巌氏を選任
■人権擁護委員に�田　子氏を推薦
以上、いずれも原案を可決または承認、同意

３月市議会から
平成19年第１回定例市議会(３月２日～

23日)は、平成19年度の一般会計予算や特
別会計・事業会計予算をすべて認定したほ
か、平成18年度一般会計補正予算、条例改
正など38議案を審議しました。

子どもたちが
健やかに生まれ、育つまちへ

次世代育成
推進協議会委員を募集
市では、社会全体で子育てを支援するための計

画「長浜市次世代育成支援対策行動計画」の進捗
状況を把握し、適切な評価と計画の進行管理を行
う協議会の委員を募集します。
【応募資格】市内にお住まいの20歳以上の方で、

子育てや子どもに関心が高い方
【募集人数】３人程度
【任　　期】委嘱の日～平成21年５月31日
【応募方法】応募の動機や地域での活動、子育てに

関しての意見等を800字程度にまとめ、
住所、氏名、性別、年齢、電話番号を
記入し、持参、郵便、メールで提出

【応募締切】５月１日（火）必着

スポーツ振興計画策定委員を募集
いつでも、どこでも、だれでも、いつまでも

スポーツに親しめるまちへ
市では、「長浜市スポーツ振興計画」の策定を行

う策定委員会の委員を募集します。
《応募資格》市内にお住まいかお勤めの20歳以上の方
《募集人数》２名以内

※年齢、性別、意見などを考慮して選考
《任　　期》５月～平成20年３月
《仕事内容》３～４回の会議に出席し、計画案につ

いて、学識経験者などと一緒に審議
《応募方法》生涯学習スポーツ課などで配布の用

紙に必要事項を記入し持参
《応募締切》４月27日(金)必着

ご応募、お問合せは、〒526-0031 長浜市
八幡東町632番地　長浜市子育て支援課（7X
６５１４）
E-mail：kosodate＠city.nagahama.shiga.jpへ。

ご応募、お問合せは、市生涯学習スポーツ課
《市役所東別館４階》(7X８７８７)へ。
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